
将
来
の
も
の
づ
く
り
人
材
を
育

て
る
「
お
お
だ
て
ロ
ボ
ッ
ト
人
材

育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」（
会
長
・

佐
藤
義
晃
大
館
商
工
会
議
所
会

頭
）
の
総
会
が

日
、
大
館
市
の

秋
田
職
業
能
力
開
発
短
大
で
開
か

れ
、
ロ
ボ
ッ
ト
教
室
と
大
会
（
８

月

日
）
を
盛
り
込
ん
だ
本
年
度

事
業
計
画
を
決
め
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を
通
し
て

県
北
地
区
の
人
材
育
成
を
図
る
目

的
で
２
０
１
３
年
度
に
前
身
組
織

を
設
立
。
市
内
の
製
造
業
、
商
工

業
団
体
、
金
融
機
関
、
教
育
委
員

会
、
短
大
な
ど
で
構
成
し
て
い

る
。２

０
２
４
年
度
事
業
報
告
で
、

設
立
当
初
か
ら
開
催
す
る
教
室
の

参
加
者
数
が
初
級

人
、
中
級
５

人
に
と
ど
ま
り
、
減
少
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
３
年
ほ
ど

前
ま
で
計

人
が
参
加
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
と
い
う
。

佐
藤
会
長
は
「
減
少
傾
向
が
心

配
」
と
話
し
、
委
員
か
ら
「
（
教
材

の
）
ロ
ボ
ッ
ト
が
古
く
な
り
、
正

確
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
て
も
誤

作
動
を
起
こ
す
よ
う
に
な
っ
て
い

る
」「

年
も
使
い
、
買
い
換
え
が

必
要
」「
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内

容
な
ら
、
参
加
者
に
面
白
い
と
思

っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
」
と
指
摘

が
あ
っ
た
。

買
い
換
え
は

年
度
に
計
画

し
、
ロ
ボ
ッ
ト
購
入
費

万
円
を

予
算
に
計
上
し
た
。
今
後
、
購
入

や
リ
ー
ス
契
約
の
更
新
手
法
、
機

種
を
検
討
す
る
。
数
年
で
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
が
一
新
す
る
こ
と
か
ら
、

定
期
的
な
更
新
が
必
要
だ
と
し
て

「
毎
年
予
算
を
積
み
立
て
て
」
と

い
う
意
見
も
出
た
。


年
度
事
業
計
画
に
よ
る
と
、

教
室
は
初
級
、
中
級
を
合
わ
せ
定

員

人
。
大
会
は
大
館
カ
ッ
プ
２

０
２
５
の
名
称
で
ク
ラ
ス
別
に
開

く
。
会
場
は
い
ず
れ
も
同
短
大
。

大
館
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
の
ロ

ボ
ッ
ト
教
室
（

月
６
日
）
、
交
流

会
（
３
月
７
日
）
も
予
定
し
て
い

る
。

事業計画を決めたコンソーシアムの総会（秋田職能短大）

ロ
ボ
ッ
ト
人
材
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

教室のロボット更新へ
設立時から使用し劣化総 会 で

事業計画


